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山
王
堀
公
園

えんぴ
つ カッ パ

やまたの
大

蛇

な
ど …

お
も
し
ろ
公
園
が
誕
生

心の豊かさ、ゆとり、自然とのふれあいが求められている今日、区
では魅力ある公園の整備を積極的に進めています。今年もこれまでに
文房具やカッパ、やまたの大蛇などをイメージした個性豊かな公園が
完成。すでに地域の皆さんに親しまれています。また、現在、西沼・
足立富士見公園など数千㎡規模の公園も造成中 、年度末までに次々誕
生する予定です。なお、これらの公園はいずれも、土地区画整理事業
による土地の提供を受け整地造成したものです。

文
房
具
も
遊
び
友
だ
ち

花
畑
西
小
学
校
前
の
仲
組
西

公
園
(
花
畑
4
1
2
7
)
は
、1
0
月

末
に
完
成

。広
さ
は
千
6
8
2㎡
で

、

パ
レ
ッ
ト
型
の
砂
場
や
ノ
ー
ト

の
形
を
し
た
落
書
ボ
ー
ド
な
ど

が
あ
る
空
間
と
、
色
鉛
筆
を
か

た
ど
っ
た
木
製
の

複
合
遊
具
や
登
り
遊
具
(
足
か

け
式
)
が
あ
る
空
間
と
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
2
つ
の
空
間
は
、
踏
み

石
の
あ
る
小
道
で
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

公
園
内
の
遊
具
は
、
す
べ
て

文
房
具
を
題
材
に
し
た
も
の
。

早
く
も
子
供
た
ち
の
格
好
の
遊

び
場
と
な
り
、「
え
ん
ぴ
つ
公

園
」
と
呼
ぱ
れ
て
い

ま
す

。
カ
ッ
パ
が
い
っ
ぱ
い

六
木
中
央
公
園
(
六
木
3
j

3
4
)
は
、カ
ッ
パ
が
テ
ー
マ
。

3
千
1
0
2
㎡
の
公
園
の
入
口
に
横

た
わ
る
桜
御
影
石
の
カ
ッ
パ

は
、
中
国
製
で
園
名
が
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。ま
た
、ブ
ラ
ン
コ
や

す
べ
り
台
、
池
や
砂
場
も
カ
ッ

パ
の
顔
で
あ
っ
た
り
、
皿
や
頭

で
あ
っ
た
り
と

。
こ
こ
は
カ
ツ

パ
が
主
役
の
愉
快
な
公

園
で
す
。
な
ま
こ
壁

の
和
風
ト
イ
レ
も
目

を
引
き
ま
す
。

1
0数
種
類
も
の
桜

を
植
樹
す
る
な
ど
、

隣
を
流
れ
る
葛
西
用

水
と
も
一
体
化
し
、

憩
い
と
ふ
れ
あ
い
の

場
と
し
て
整
備
し
ま

す
。
再
来
年
の
春
に
は
、
色
と

り
ど
り
の
桜
が
楽
し
め
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

小
高
い
丘
に

や
ま
た
の
大
蛇

八
十
町
(
は

ち
じ
ゅ
う
ち
ょ
う
)
公
園
(
保

木
間
1
1
3
4
)は
、p
一月
上
旬

に
完
成
。
広
さ
2
千
8
8
5㎡の
約

半
分
は
、
多
目
的
広
場
と
し
て

利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
公
園
の
特
徴
は
、
小
高

い
丘
に
、
八
つ
の
首
を
持
つ
や

ま
た
の
大
蛇
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
F

」に

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ

ン
(
複
合
)
遊
具
が
あ
る
こ
と

。

丘
は
平
坦
な
場
所
に
起
伏
を
つ

け
る
た
め
に
造
っ
た
も
の
。
こ

こ
で

、
に
ゅ
っ
と
大
首
を
も
た

げ
て
空
を
見
上
げ
る
大
蛇
の
姿

は
、
恐
ろ
し
く
も
ユ
ー
モ
ラ
ス

で
、子
供
た
ち
の
人
気
者
に
な

り
そ
う
で
す
。

公
園
は

貴
重
な
都
市
空
間

こ
れ
ら
の
お
も
し
ろ
公
園
の

ほ
か
に
も
、
鎮
守
の
森
と
い
っ

た
感
じ
の
山
王
堀
公
園
(
保
木
!
r

間
4
1
2
3
1
1
)
が
9

月
末
に
完
成
し
ま
し
た
。

貴
重
な
都
市
空
間
と
し
て
の

区
立
公
園
は
、
現
在
、
大
小
さ

ま
ざ
ま
2
6
0力所
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
個
性
あ
る
公
園
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

子
供
た
ち
に
大
人
気
の
〝え
ん
ぴ
つ
公
園
〟

12月補正予算が決まりました

1
2月
開
催
の
区
議
会
第
4
回
定
例
会

で
、
一
般
会
計
・
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
の
補
正
予
算
(
総
額
約
伍
億
6
千
7
0
0
万

円
)
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
予
算
に
は
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
環

境
整
備
事
業
費
(
H
億
3
千
万
円
余
)
、歩

道
橋
の
整
備
事
業
費
(
3
千
万
円
余
)
、中

小
企
業
融
資
事
業
費
(
1
億
1
千
万
円
余
)

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
職
員
の
給
与
費
(
1
8億
8

千
万
円
余
)
、地
域
福
祉
振
興
基
金
積
立
金

(
1
1億1
千
万
円
余
)
な
ど
を
計
上
し
ま

し
た
。

図
書
館
を
さ
ら
に
充
実

宮
城
・
新
田
も
オ
ン
ラ
イ
ン
化

平
成
元
年
3
月
に
、
中
央
図

書
館
を
は
じ
め
1
4館
の
間
を
図

書
検
索
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
で
結

び
ま
し
た
が
、
来
年
1
月
か
ら

宮
城
・
新
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図

書
館
も
オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
ま

す
。
こ
れ
で
、
全
1
6館
の
オ
ン

ラ
イ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
完

成
。
1
枚
の
貸
し
出
し
カ
ー
ド

で
。
ど
こ
の
図
書
館
で
も
借
り

た
り
返
し
た
り
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
区
内
に
所
蔵
し

て
い
る
図
書
の
情
報
や
貸
出
状

況
が
、
す
ぐ
に
調
べ
ら
れ
る
利

用
者
用
の
端
末
機
が
す
べ
て
の

館
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

探
し
が
素
早
く
簡
単
に
で
き
る

な
ど
、
図
書
館
が
と
て
も
便
利

に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
。

図
書
館
員
も
お
手
伝
い
し
ま

す
。図

書
館
サ
ー
ビ
ス
は

は

ば

広

く

中
央
図
書
館
で
は

、
レ
コ
ー

ド
、C
D
(

コ
ン
パ
ク
ト
デ
ィ

ス
ク
)
、1
6
″
フ
ィ
ル
ム

、視
力

障
害
者
の
た
め
の
カ
セ
ッ
ト
テ

ー
プ
や
、
大
活
字
本
の
貸
し
出

し
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

新
時
代
の
図
書
館
を

め

ざ

し

て

生
涯
学
習
の
拠
点
施
設
と
し

て
、
皆
さ
ん
に
利
用
さ
れ
て
い

る
図
書
館
を
さ
ら
に
充
実
す
る

た
め
、
現
在
、
新
中
央
図
書
館

の
建
設
に
つ
い
て
、
社
会
教
育

委
員
会
で
構
想
を
練
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
よ

り
一
層
利
用
し
や
す
い
図
書
館

す
。

に
し
て
い
く
た
め
、
皆
さ
ん
の

問
合
せ
先

ご
意
見
等
を
お
待
ち
し
て
い
ま

中
央
図
書
館

a
8
4
0
4
6
4
6

図書館は本と人との出会いの広場

葦
立
ち

師
走
を
迎
え
、
忙
し
い
日

々
を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。

足
立
区
は
、
こ
の
と
こ
ろ

道
路
や
下
水
道
な
ど
の
生
活

基
盤
整
備
が
進
み
、
よ
う
や

く
商
工
業
活
性
化
に
力
を
注

ぐ
条
件
が
で
き
て
き
ま
し

た
。
今
年
に
入
っ
て
、
産
業

情
報
室
を
設
置
し
、
異
業
種

交
流
会
も
発
足
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
企
業
の
体
質
強
化

を
図
る
た
め
の
も
の
で
す
。

区
は
ま
ち
づ
く
り
を
最
大

の
課
題
と
し
て
い
ま
す
が
、

地
域
産
業
の
発
展
が
あ
っ
て

こ
そ
、
こ
の
課
題
が
達
成
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
活
気
は
、
地
域
に

根
づ
い
た
商
店
街
や
工
場
が

活
発
に
活
動
し
て
こ
そ
可
能

と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
働
く

人
々
は
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人

々
で
も
あ
る
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
大
后

法
の
改
正
に
よ
り
地
域
へ
の

大
型
店
の
進
出
が
容
易
に
な

り
、
小
充
業
が
大
き
な
影
響

を
受
け
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
影
響
を
で
き
る
だ

け
カ
バ
ー
す
る
た
め
、
ま
ち

づ
く
り
株
式
会
社
構
想
の
検

討
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
は

産
業
振
興
と
ま
ち
づ
く
り
の

橋
渡
し
を
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
足
立
は
商
工

業
の
発
展
な
く
し
て
は
あ
り

え
な
い
と
い
う
思
い
で
、
地

域
経
済
政
策
を
展
開
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

区

長
古
性
直
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年
末
年
始
の
業
務
内
容

年内に必要な

手続きはお早めに

区
の
窓
口
事
務

区
役
所

、
区
民
事
務
所

、
福

祉
事
秘
所

、
保
健
所
な
ど
は

、

年
末
は
1
2
月
2
9日
(
土
)
か
ら

、

新
年
は
1

月
3
日
(

木
)
ま
で

葉
番
を
休
み
ま
す

。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(

　
貎
1
　
1
1
1

㈹
)
ま
た
は

中
央
冰

町
庁
舎
(

　
脚
5
1
1
1
)

図

書

館

・
郷

土

博

物

館

な

ど

区
内
の
全
図
一

館

、
郷
土
溥

初
館

、
励
労
福
祉
会
館
は

、1
2

月
2
8日
(

金
)

か
ら

、1
月
4

日
(

金
)
ま
で
年
末
年
始
お
よ

び
館
内
整
理
の
た
め
休
館
し
ま

す

。な
お

、
勤
労
福
祉
会
館
3
月

分
施
設
利
用
抽
選

会
は

、1
月
5

日
(
土
)

午
前
9
時
か
ら
行

い
ま
す
。

ま
た

、女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
、

青
年
セ
ン
タ
ー
は

、
1
2月
2
9日

か
ら
1
月
3

日
ま
で
休
館
し
ま

す
。

公

社
施
設

嬲
足
立
区
コ
ミ
ー
一
テ
ィ
文

化
・
ス
ポ

ー
ツ
公
社
急
設
(

社

会
敵
育
館

、
体
商
館
、
運
動
場

、

文
化
会
館
な
ど
)
は

、1
2
月
2
8

日
か
ら
1

月
4
日
ま
で

、
年
末

年
始
お
よ
び
館
内
整
爾
の
た
め

休
館
し
ま
す

。

な
お

、
毎
月
1

日
の

施
設
利

用
抽
選
会
は

、1
月
に
限
り
5

日
に
行
い
ま
す

。

病
気
に
か
か
っ
た
ら

休
日
診
療
所
へ

U
月
S

日
か
ら
1

月
3
日
ま

で
右
表
の
と
お
り

休
日
診
療
を

行
い
ま
す

。
な
お

、
日
曜
・
祝

日
も
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す

。

休日 診療所一覧

救

急

病

院

、
休

日

当

番

医

の

案

内

東
京
消
防
庁
テ
レ
ホ
ン
サ

ー
ビ

ス
セ
ン
タ
I

　
2
1
2
2
3
2
3

東
京
都
衛
生
局
夜
間
休
日
案
内

所
▽
休
日
の
日
中
(

午
前
9
時

～
午
後
5

時
)
・・・
　
2
1
6
4
8
　

▽
夜
間
(

午
後
5

時
I

午
前

9
時
)
・・・
　
誂
4
8
2
8

※
食
中
毒

、
伝
奥
祠
の
発
生
な

ど
緊

急
の
場
合
は

、
東
京
都
衛

生
局

夜
間
休
日
案
内
所
へ

ご
連

絡
く
だ
さ
い

。

清
掃

作
業

ゴ
ミ
収
集
(

可
燃
・
分
別
)
　

年
末
は
1
2
月
3
0日
(

日
)
ま

で

、年
始
は
1
月
5

日
(
土
)
　

か
ら
収
集

。
く
わ
し
く
は

、

回
覧
の
ビ
ラ
を
ご
覧
く
だ
さ

い

粗
大
ゴ
ミ

年
末
は
1
2月
2
8日

(
金
)
地
区
ま
で
収
集

。
年

始
は
1
月
5
日
(

土
)

地
区

か
ら
収
集
し
ま
す

し
尿
の
収
集

早
く
た
ま
る
ご

家
庭
は
1
2
月
2
9日
(

土
)
ま

で

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。
年

始
は
1
月
5
日
(

土
)

か
ら

収
集
し
ま
す

問
合
せ
先

足
立
東
清
掃
事
務

所
(
　
脚
0
7
1
1
)

、
足
立

西
漬
掃
事
務
所
(

　
翻
2
1
　
4
1
)

医
療
従
事
者
の
皆
さ
ん
へ

年
末
届
を
お
忘
れ
な
く

医
師
な
ど
の
免
許
を
持
つ

医
療
従
事
者
は

、
法
律
に
基

づ
く
年
末
届
(
1
2
月
3
1日
現

在
)
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

。

対
欺
職
種
と
条
件

(
A
)
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
　

師
・・
血

在
業
務
に
就
い
て

い
な
い
方
も
全
貝
か
対
象

(
B
)
保
輿
婦
・
助
塵
婦
・
看
霞
　

婦
(
士
)
准
看
護
婦
(
士
)
　

・
歯
科
衛
生
士
・
歯
科
技

工
士
・・・
区
内
で
業
務
に
従

亭
し
て
い
る
方

届
出
期
限
1

月
1
6日
ま
で

届
出
用
胝
1
2
月
中
旬
ま
で
　

に
就
英
先
に
配
付
の
予
定
　

で
す
が
、(
A
)
の
職
種
で
就
　

業
さ
れ
て
い

な
い
方
は

、

住
所
地
の
保
健
所
で
用
紙

を
お
渡
し
し
ま
す

。

届
出
・
問
合
せ
先

住
所
を

管
略
す
る
保
健
所

▽
足

立
保
健
所
(

　
a
4
1
5
　
1
)

▽
千
僅
保
健
所
(
　

跏
4
2
7
7
)

医
務
担
当

ま
で

保
健
所
の

日
誌
か
ら「

レ
ン
ト
ゲ
ン

」つ
て
大
丈
夫

「A

さ
ん

、X
線
室
へ
お
入

り
く
だ
さ
い

。
こ
れ
か
ら
胸

部
の
写
真
を

撮
り
ま
す
」

す
る
と
A

さ
ん
は
「
あ
の
う

、3
日
程

前
に
鰐
院
で
胄
の
X
繚
写
友

を
餓
っ
た
の
で
す
が
…
…
」

と

、
不
安
気
に
聞
く
。

X
願
を
多
量
に
受
け
る
と

ガ
ン
や
白
血
病
に
な
り
や
す

く
な
る
と
新
聞
等
で
報
道
さ

れ
て
い
る
の
で

、
健
康
相
談

の
と
き
に

、
こ
の
よ
う
な
質

咫
を
受
け
る
こ
と
が
多
く
な

っ
た

。
「
胸
と
胃
は

、
部
位
が
異

な
り

、
目
的
も
還
い
ま
す

。

ま
た

、
検
査
を
受
け
る
こ
と

に
よ
る
リ
ス
ク
(

危
険
)
よ

り
は

、
検
査
を
受
け
て
健
康

を
保
つ
利
益
の
方
が
大
き
い

の
で
す

。
医
療
の
診
断
で
便

わ
れ
る
X

線
の
照
射
一

は

、

身
体
に
障
害
を
与
え
な
い
と

さ
れ
る
最
小
限
の
量
に
制
限

さ
れ
て
い
る
の
で

、
安
心
で

す
よ
」
と
説
明
し
た

。

放
射
線
は
岡
気
の

治
療
に

も
便
わ
れ
て
い
る
も
の
で

、

取
り
扱
い
は
常
に
細
心
の
注

意
を
払
い

、
安
全
策
も
と
ら

れ
て
い
る
の
で

、
心
配
は
な

い

。
こ
れ
ら
の
説
明
を
闖
い

て

、A
さ
ん
も
安
心
し
た
よ

う
だ
。

A
さ
ん
の
よ
う
な
賢
問
や

い
ろ
い
ろ
な
相
談
に

対
し

、
一
つ
ひ
と
つ

誠
意
を
も
っ
て
正
確

に
答
え
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ

。
こ
れ
が
区
民
の
健
康
意

歟
を
さ
ら
に
高
め

、
聞
か
れ

た

観
し
み
の
あ
る
保
健
所
に

し
て
い
く
道
で
は
な
い
か
と

考
え
な
が
ら
A

さ
ん
を
見
送

っ
た

。

A
保
儘
所
・
診
療
放
射
嶮
V

精
神
保
健
講
座

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

区
民
の

皆
さ
ん
に
精
神
障
害

を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め

、
第
1
回
精
神
保
健
鱗
座

を
9
催
し
ま
す
。

購
座
日
程
お
よ
び
内
容

上
表

の
と
お
り

※
2
月
1
6
日
以
降
は

、
足
立
作

菓
訓
練
所
で
実
習
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

鳩
所

足
立
保
健
所
分
室

竹

の
塚
6
-
1
8
L
1
2
-
1
0
1

定
員
・
費
用
1
0

人
・
無
料

対
象
者

区
内
在
住

、
在
勤
の

方
で
柵
神
保
健
に
閲
心
の
あ

る
万

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
保
健

所
作
業
訓
練
所

匐
7
1
7
7

精神保健講座日程表

時間はいずれも午後2畤～5時までで7。

ご
協
力
く
だ
さ
い

1
月
の
献
血

愛
の

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ

い

。
日

程
は
右
下

表
の
と
お
り

で
す

。

受
付
時
間

い
ず
れ
も
午
前
1
0
　

時
I

午
後
3
時
3
0分
(

昼
食

・
休
憩
時
間
を
除
く
)

※
2
1日
の
受
付
時
間
は
午
後
―

時
I
4

時
ま
で
で

す
。

問
合
せ
先

葛
飾
赤
士

霊

験

セ
ン
タ
ー
(
　
6
9
3
5
7
0
1
)
　

本
庁
舎
(
千
住
)
・
保
健
予
防

係
(

　
脱
1
1
1
1

㈹
)

平成3年1 月の献血日程

みんな の健康
足 立 保 健 所 　855- 4151
干 住 保 箇 所 　四4277
江 北 保 顰 佃 談 所 　896- 4004
東 和 皿 霊 相 談 所 　606- 4171

中 臾 搴 司 保
皿 佃 談 所 　880- 5351

本庁合1干 住)・保 筐予防 係 　882- 1111㈹

職 員 の 給
与

等 を
公 開 し ま す

職員の給与等の実態を区民の皆さんにご理解いただくため、 次のとおり公表
します。
職貝の給与は、地方公務員法により、一股歌庭の生計費。国や他の地方公共

団体の職員の給与、民間企業の従業員の給与、その他の亊慱を考慮して定めら
れることになっています。
この趣旨に蔓づいて、23区共同で設置している特別区人事委員会が、毎年、
特別区内の民間企業従業員の給与実態を調査し、これと職貝給与を比較し、さら
に生計費や国、他の地方公共団体の給与なども考慮して、勧告を行っています。
職員の給与は、この勧告に基づき、区鵬会の番議を経て、r職目の給与に関す

る条例」で定められています。
問合せ先 京庁舎( 千庄) ・給与係 　882- n11( 代)

人件費の状況 ( 平 威 元年 麿 番 通 会 計 決算)

* 人 件 費 と は 、 一 般 職 躪 に 支l さ れ る 絽 咎 で あ る 職 員 給 と 区 長 や 議 員 な ど 特 別l に 支弓 さ れ る 給 料 ・ 報 倔 一手 当 の ほ

か 只 羮 黌( 社 会 保 険 科 の 事 業 主負 担分) な ど の 合 計 を い い ま す 。

* 艙 通 会 計 と は 、 旭 万 自 砲 体 相 互阿 の 比 皿 をi 能 と さ せ る た め 、 全 母 鬩 一 基 準で 薑 計し 芒 観卜 上 の 会卜 でg 。

職員給与費の状況 ( 平 成2 年 度 一 般 会 計予 算)

水 輿5 費 は 、 当 初 予 算 に 籵 上 さn た 康で す。

f 糴 斃 手 当J の う5 王な も のは 、 扶 鬟 手 当 、 脾 歿 手 当 、 通 勤 手当 、 住 哂 手 当 な ど で 、i ● 手 当 は き ま れ て い ま せ 叺

職員の初任給の状況 ( 平 威2 年4 月1 日現 在)

饐員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 ( 平 皮2 年4 月1 日現 査)

孝 経験 年 数と は 、 卒 業 後 苣5 に 累 用 きn 引 き 鏑 き 勳 務し て い る 棍 ら 、 採 用 魯 の年 数 を い い ま 覃 。

職員の平均給料月額、平均給与月額および平吩年齢の状況 (平成2 年4 月1日現在)

* 一 皿 行 政 熹 と は 、- 黻 事 罵 、土 木 岐 術 、露 田 等 の 暉 員 で す。岐 能 労 務 翼 と は 、目 動 奉 遷 厩 、一 般 作 東 ぶ 食 飼 理 弓 の 纛 眞 で 鶚

夲平 均 給 科 月 額 は、 本葡 の み の 平 均 月 願 で す 。 平9 略 与月 猥 は 、 垢 料 に 扶 養 手 当 、 調 整 手 当、 通 勦 手 当 な ど の 脯 手 当　

を 含 ん だ 平 均 月 貘 で す 。

4 閨 のi 均 給 与 月 額 は、 公 表 さ れ て い ま せ ん 。

般行政職の級別職員数の状況 ( 平 成2 年4 月1 日観 在)

*2 級は、平酖2 年4 月1 日 に新設さn だ級です。

特別暇 の報酬等の状況 ( 平成2年12丹1日観在>

* 特9 攤 に は 一 般 皿 ● と 異な り 、 扶 養 手 当 、 通 勤 手 当 、 住 居 手 当、 旬 勉 手 当 等 か 支 給さ れ ま せ ん 。 ま 芒 、 誰 輿 に は 退

● 手 当 も 支 略 さ れ ま せ ん。

職員手当の状況( 1) ( 平 成2 年4 月1 日 硯 在)

* 退 職 手 当 の 受 略 皋 は 段 懃 的 に 引 き 下 げ5 オ1、 足 年 ・勧 奨は 、 平 成4 年 度 が ら 最 高 限 度G2, 70 月 分 に な り 豕 可。1

退 羈 手 当 の1 人 当 た り 平 口 支 給 騙「ま、 前 年 度 に 巡 皿し た 全 輊● に 係 る 職 員C 而 哈さ れ た 平 吩 願 で す 。

職員手当の状況( 2)

昇給期間短縮の状況

水平 成 元年 度力 ら 、 耳 圧 時 及 び 永 年 勤 硫( 旬 続25 年) の 昇

哈 期 目 短 踞 乕 詈 か 蹕 入 さ れ まし た。

職員手当の状況( 3)

普通会 計の歳 出額 に占め る人件
費率 およ び職員 給率の 推移

職員手当の状況( 4)

職員手当の状況( 5) ( 平 成2 年4 月1 日 現 在)

● 平 成3 年1 月1 日 か ら 区 内 の 電 話 局 番 は 、 現 在 の 番 号 の 頭 に3 を 付 け 加 え た4 ヶ 夕 に な り ま す( す で に4 ケ タ の 場 合 は そ の ま ま で す)
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S K
Y W A T C H I N G

あだ
ち

スカ
イ
ウ ォッ チ ング

ふだん私たちが何気なく見ている風景も、ちょっと空からのぞけぱ、あ
ら不思臨、母だけの魚に見えたり、馬のてい鉄に見えたり、いろんな形に
早変わり。そこで今回は、空からでないと全体が分からなかったり、不思

蹶な形に見えたりする風景を。いくつか集めてご紹介します。いつも見て
いる街角の風景が、ちょっと変わって見えてくるかもしれませんよ。

1日中活気のある
北千住駅

艨がきれいな
都市農業公園

細長い公園
見沼代観水公園

水と 緑と自 然がい っぱい

東綾瀬公園

緑
の
部
分
が
大
き
な
馬
て
い

の
よ
う
に
見
え
る
の
が
東
綾
瀬

公
園

。
広
さ
は
1
5万
8

千
㎡

、

東
京
ド
ー
ム
の
約
3
.
5倍
も
あ
り

ま
す
。
以
前
か
ら
録
の

散
策
路

と
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
に
親
し

ま
れ
て

き
ま
し
た
。

右
手
前
に
見
え
る
東
京
武
遭

館
を
は
じ
め
、
せ
せ
ら
ぎ
水
路

な
ど
次
々
に
新
し
い
施
設
が
整

爾
さ
れ
、
散
歩
や

ジ
ョ
ギ
ン
グ

に
は
、
も
っ
て
こ
い
の
細
長
い

公
園
で
す
。

ま
た
、
野
球
場
や
テ
ニ
ス
コ

I
ト
な
ど
ス
ポ
ー
ツ

施
設
も
充

爽
。
綾
瀬
駅
か
ら
近

く
、
交
通

の
便
も
よ
い
の
で
。
ぜ
ひ
一
度

で
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。

【
交
通
】
地
下

鉄
千
代
田
綜
硬

瀬
駅
下
申
徒
歩
5
分

子供たちに人気のせせらぎ水路

親
水
は
園
児
に

人
気
が
あ
り
ま
す

足
立
若
葉
保
育
園
保
母

小
倉

弘
美
さん

「
保
育
園
の
す
ぐ
そ
ば
な

の
で
、
園
児
と
よ
く
遊
び
に

き
ま
す
。
覗
水
や
ア
ス
レ
チ

ッ
ク
か
整
備
さ
れ
。
子
裝
た

ち
も
喜
ん
で
ま
す
。
観
水
に

は
タ
ニ
シ
な
ど
小
さ
な
生
物

が
い
て
子
傴
た
ち
に
人
気
が

あ
り
ま
す
ね
」と
小
倉
さ
ん
。

住
宅
街
の
中
を

縫
う
よ
う

に
馬
て
い
の
形
を
つ
く
る
東

綾
瀬
公
園
。
そ
の
航
空
写
真

を
見
せ
た
と
こ
ろ
「
大
き
な

公
園
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た

か

。
こ
ん
な
形
を
し
て
い
る

と
は

知
り
ま
せ

ん
で
し
た
」

と
。
そ
の
ユ
ニ

ー
ク
な
形
と

笥
囲
の
広
さ
に
驚
い
て
い
ま

し
た
。

全
長
約
2

㎞
に
も
及
ぶ
東

綾
瀬
公
園
。
緑
や
観
水
の
ほ

か
に
も
水
車
や
ベ
ン
チ
、
奴

々
の
遊
具
か
変
化
に
窗
ん
だ

景
観
を
か
も
し
出
し
、
私
た

ち
の
目
を
桑
し
ま
せ
て
く
れ

ま
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

小
倉
弘
樊
さ
ん
と
子
供
た
ち

歩
く
の
が
気
持
ち
い
い

き
れ
い
な
石
だ
た
み

青
和
バ
ラ
公
園
と

コ
ミュ
ニ
テ
ィ
道
路

あ
れ
、
こ
の

庄
宅
街
と
団
地

の
間
を
縫
う
よ
う
に
進
ん
で
い

る
こ
の
道
は
?

そ
う
、
こ
れ
は
青
井
三
丁

目

に
あ
る
青
和
ハ

ープ
公
菌
と
隣
接

し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
遭
略

で

す
。
こ
の
あ
た
り
は
、
青
和

バ
ラ
公
園
を
始
め
、
青
和
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
公
園
、
五
反
野
公
園

な
ど
、
き
れ
い
に
整
爾

さ
れ
た

粍
徴
の

あ
る
公
園
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
お
と
し
よ
り
や
子
ど
も

た
ち
に
大

変
人
気

が
あ
り
ま

す
。ま

た
、
毎
年
5

月
ご
ろ
に
な

る
と
青
和
バ
ラ
公
園
で
は
、
見

奉
な

バ
ラ

が
満
開
に
な
り

ま

す
。天

気
の
よ
い
暖
か
い
日
に
、

敵
歩
が
て
ら
、
き
れ
い
に
整
備

さ
れ
た
石
だ
た
み
の
上
を
歩
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

【
交
忌

東
武
バ
ス
綾
瀬
駅
―

竹
ノ
嬢
鈬
東
口
問
硬
瀬
六
丁

目
下

車
徒
歩
1
0分

青
井
付
近
の

整
備
さ
れ
た
道

青
和
バ
ラ
公
園
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

巨
大
な
魚
の
骨
発
見
!
!

千
代
田
線
車
庫

線
路
が
ま
る
で
魚
の

骨
の
よ

う
に
見
え
る
こ
の
場
所
は
、
谷

中
四
丁
目
に
あ
る
営
団
地
下
鉄

千
代
田
線
の

車
直
で
す
。

こ
の
日
は

、
日
中
姐
彫
し
た

た
め
、
申
両
の
慶
は
あ
ま
り
見

え
ま
せ
ん
か
、
夜
は
電

車
で
い

っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
車
唯
の
中
央
に
は
長

さ
か
杓
沺

厄
も
あ
る
区
内
で
最

も
長
い
歩
道
橋
が
か
か
っ
て
い

ま
す
。

構
内
は
立
入
菓
止
で
す
が
、

こ

の
歩
道
橋
か
ら
は
中
の
風
景

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
上
か
ら
は
、
普
通
の
車
肅

で

も
、
空
か
ら
見

れ
ば
こ
ん
な

不
恩
議
な
形

に
見
え
る
の
で

す
。

【
交
通
】
地
下
鉄
千
代
田
願
北

綾
瀬
駅
下
車
徒
歩
1
0分

区
内
一
長
い
歩
道
橋

ビッグな総合公園

舎 人 公 園

こ
の
大
き
な
公
園
、
ど
こ

だ

か
わ
か
り
ま
す
か
?

区
内
で
3

番
目
の
都
立
公
園

と
し
て
塵
爾
が
モ
め
ら
れ
て
い

る
舎
人
公
園
で

す
。

中
央
に
あ
る
ひ
ょ
う
た
ん
形

の

ボ
ー
ト
池
を
中
心
に
森
林
公

園
、
陸
上
競
技
場
な
ど
の
施
設

が
整
備
中
で
、
完
成
す
る
と
6
8

万
8

千
　
Sも
あ
る
区
内
で
最
も

大
き
い
公
園
に
な
り
ま
す
。

現
在
で

も
、
ボ
ー
ト
池
で
は

釣
り
が
で
き

、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト

や
野
球
場

も
塵
備
。
大
人
か
ら

子
供
ま
で
楽
し
む
こ
と
の
で
き

る
総
合
公
園
で
す
。

【
交
通
】
都
バ
ス
日
暮
里

駅
-
足
立
流
通
セ
ン
タ

ー
終
点
間
西
伊
興
町
下

串
徒
歩
2
1
5

分
、
ま

た
は
東
武
バ
ス
竹
ノ
塚

駅
西
ロ
・
I足
立
流
通
セ

ン
タ
ー
間
中
入
谷
下

車

徒
歩
1
0分

祠
側

扁

徊

罎

塔
踈
k
ボ
T
よ
池

舎
人
公
園
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

川
に
か
か
っ
た
大
き
な
虹

荒
川
河
川
敷
「
虹
の
広
場
」

な
ん
と
、
、荒
川
の
河
川
敷
に

巨
大
な
虹
が
出
現
し
ま
し

た
。

そ
う
、
こ
れ
が
今
年
の
7

月

に
完
泯
し
た
『
虹
の

広
場
』
で

す
。河

川
敷
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
利

用
し
て

、
数
多
く
の
カ
ラ
ー
タ

イ
ル
や

絵
タ
イ
ル
を
敷

き
つ

め
、
水
辺
の
果
観
と
し
て
造
り

上
げ
ま
し
た
。

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
の
遊
具
も
あ

り
。
遊
び
感
覚
で

体
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、
手
前
中
央
に
見
え
る

水
辺
の
堤
防
は
、
水
と
の
ふ
れ

合
い

を
第
一
に

考
え
て

造
ら

れ
、
毎
日
、
釣
り
を
楽
し
む
人

た
ち
で
に
ぎ
わ
う
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
数
々
の
イ
ベ
ン
ト

の
会
場
と
し
て
、
ま
た
区
民
の

皆
さ
ん
の
愈
い
の
場
と
し
て
活

用
さ
れ
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

【
交
通
】
J
R

・
北
千
佳
鈬
下

車
徒
歩
1
5分

色鮮やかな虹を作るタイル

へ
え
～
本
当
に

大
き
い
ん
で
す
ね

竹
の
塚
二
丁
目
在
住

若
木

芳
雄
さん

「
雨
の
日
と
日
昭
日
以
外

は
ほ
と
ん
ど
毎
日
来
て
い
ま

す
。
釣
り
堀
以
外
で
ヘ
ラ
ぷ

な
か
釣
れ
る
所
は
め
ず
ら
し

い
で
す
か
ら
ね
。
ほ
か
の
区

の
人
や
埼
玉
の
方
か
ら
も
ず

い
ぶ
ん
夾
て
い
る
み
た
い
で

す
よ
」
と
若
木
さ
ん
。

区
内
で
最
も
広
い
合
人
公

園
の
航
空
写
真
を
見
せ
た
と

こ
ろ
「
へ
え
I
本
当
に
大
き

な
公
圜
な
ん
で
す
ね
え
。
私

は

、
ボ
ー
ト
池
だ
け
が
公
園

か
と
思

う
て
い
ま
し
た
が
、

い
ろ
い
ろ
な
施
設
が
そ
ろ
っ

て
い
る
ん
で
す
ね
」
と
少
し

驚
い
た
様
子
。

今
後
も
テ
ニ
ス
の
壁
打
ち

場
や
サ
ッ
カ
ー
場
な
ど
も
鰹

爾
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
や
敵
歩

が
桑
し
め
る
総
合
公
圃
に
な

る
予
定
で
す
。

「
そ
の
日
が
桑
し
み
で
す

ね
」
と
若
木
さ
ん
。
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
遊
ぴ
に
い
ら
し
て
く

だ
さ
い
。

釣りを楽しむ
若木芳雄さん

シ
リ ー ズ

足 立
の

文 化 財

し
ほん
ぼく
が
ふ
がく
ず

紙
本
墨
画
富
嶽

図
(
谷
文
晁
筆
)

(
足
立
区
登
録
有
形
文
化
財
・
絵
画
)

所
有
者
・
・・
千

住
4
-
2
8
-
1
　

横
山

佐
吉
氏

こ
の

絵
は
、
江
戸
時
代
中

期
に
盛
ん
に
な
り
。
多
く
の

文
人
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
戚

宗
固
風
の

富
士
山
の

絵
で

す
。
紙
に
墨
で
描
か
れ
た
も

の
で
、
即
興
的
に
描
く
席
應

な
の
で

。
自
由
な
筆
の
励
き

が
あ
り
ま
す
。

歉
記
は
、
回
面
右
下
に
妥

晁
」
、干

支
印
の
「
天
保
甲
午

文
晁
回
印
」
(朱
文
法
印
)
が

あ
り
ま

す
。
こ
の
歙
記
で
天

保
5

年
(
1
8
3
4
)

彼
の
7
7

虞
の

作
品
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

な
お

。
文
晁
の
現
存
作
例

で
は

、
干
支
印
を
便
用
し
た

も
の
に
は
大
作
が
多
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

表
具
上
部
別
組
に
「
高
仰
」

と
あ
る
の
は
伊
孚
九
の
艾
字

で

す
。
伊
孚
九
は

。
中
S

の

漬
時
代
の
画
家
で

す
が
、
生

没
年
は
定
か
で
は

あ
り
ま
せ

ん
。
長
崎
に
馬
を
商
う
貿
易

商
と
し
て
享
保
5

年
(
1
7
2
0
)

に
渡
来
し
、
以
降
、

数
回

采
日
し
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

中
国
の
回
史
回
佞
類
に
は

彼
の
名
を
見
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
か
、
日
本
に
本
格
的

な
南
京
回
法
を
伝
え
た
Z
人

と
し
て
、
日

本
爾
宗
眄
に
与

え
た
彫
一

は
き
わ
め
て
大
き

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
文
晁
の
描
い
た

本
図
と
は
年
代
的
に
直
接
の

関
係
は
な
く
、
後
世
表
装
の

と
き
に
、
こ
の
絵
の

文
字
に

み
た
て
て
加
え
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

フォト
ニ ュ ー ス あ だ ち

11/ 23 S 竹R 合唱コンクール

11/ 23 炎天寺「一茶まつり」

12/ 3 花畑記念庭園「桜花亭」の
冬じたく 一雪つり一一

シ リ ー ズ

身近な自然(
18

)

ヤ ツ デ( ウコギ科)

ヤ
ツ

デ
は
。
庭
木
と
し
て

世
界
に
広
く
栽
培
さ
れ
て
い

ま
す
。
ハ
ツ
手
と
い

う
よ
う

に
、
大
き
な
手
の
平
の
様
な

葉
が
目
立
ち
ま
す
。
若
芽
を

食
用
す
る
タ
ラ
ノ
キ
と
同
じ

仲
間
で
す
。

花
は

冬
の
は
じ
め
に
咲
き

ま
す
。
一
つ
の
花
は
5

四
位

で
小
さ
く
、
乳
白
色
の
花
び

ら
が
5

弁
あ
り
ま
す

。
そ

の
小
さ

な
花
が
集
ま
っ
て
"

ま
り
″
の
様
に
咲
き
ま
す
。

実
は

次
の
年
の
荐
に
黒
く
熟

し
ま

す
。
5

四
位
の
丸
い
奥

が
、
重
そ
う
に
。
し
か
も
や

は
り

。
ま
P

の
様
な
形
で

実
る
様
子
は
、
そ
れ
は
そ
れ

で

ま
た
見
事
な
も
の
で
す
。

ヤ
ツ
ーア
を
古
来
か
ら
庭
木

と

す
る
の
は

、ヤ
ツ
デ
に
は

、
邪
悪
の
侵
入
を
防
ぐ
効
果
が

あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
か

ら
で
す

。

鹿
児
島
県
で
は

、
隣
村
に

伝
染
病
が
発
生
す
る
と

、
す

ぐ
村
の
入
口
と
各
家
の
門
口

に
縄
を
張
っ
て
ヤ
ツ
デ
、
ナ

ン
テ
ン

、
コ
シ
ョ
ウ
を
つ
る

し
て
魘
よ
け
を
す
る
そ
う
で

す

。「
な
ん
て
ん
来
た
蒔
は

、

八
手
で
つ
か
ま
え

、
胡
椒
を

食
わ
せ
て
胄
を
湾
す
」
と
い

わ
れ

、
疱
瘡
(

ほ
う
そ
う
)

が
硫
行
し
た
時
に
は

、
軒
に

ヤ
ツ
デ
の
粟
を
つ

る
し
た
所

も
あ
る
そ
う
で
す

。

ま
た

、ヤ
ツ
デ
の
葉
は

、冬

季
の
牛
の
飼
料
と
も
さ
れ

、

ヤ
ツ
デ
の
こ
と
を
ウ
シ
オ
ー

ギ
と
呼
ぶ
所
も
あ
り
ま
す
。

薬
用
と
し

て
も
使
え

ま

す
。
業
に
は
、
咳
を
し
ず
め

る
効
簗
か
あ
り
、ま

た
、葉
を

陽
に
入
れ
て
浴
び
れ
ぱ
、
リ

ュ
ー
マ
チ
に
効
能
が
あ
る
と

胯
わ
れ
て
い
ま
す

。
ひ
と
つ

賦
し
て
み
て
く
だ
さ
い

。

A
綾
瀬
小
教
諭
・
鶴
田
V
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福

祉

ひ
と
り
親
家
庭
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

困
っ
た
時
に
家
政
婦
さ
ん
を
派
遣
し
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
の
お
母
さ
ん

ま
た
は
お
父
さ
ん
が
、
病
気
や

ケ
ガ
な
ど
で
一
時
的
に
家
事
や

育
児
が
で
き
な
く
な
っ
た
時
、

家
政
婦
さ
ん
を
派
遣
し
ま
す
。

お
子
さ
ん
の
入
院
付
添
い
な
ど

で
家
事
が
で
き
な
い
場
合
も
利

用
で
き
ま
す
。

対
象

児
童
育
成
手
当
の
受
給

資
格
が
あ
り
、
中
学
生
以
下

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
家

庭

派
遣
回
数
I

度
の
申
請
に
つ

き
5
回
以
内
(
年
間
2
0回
ま

で
)

派
遣
時
間

午
前
7
時
か
ら
午

後
7
時
ま
で
の
間
で
、8
時

間
ま
た
は
4
時
間
を
I
回
と

す
る

申
込
方
法

疾
訶
を
証
明
で
き

る
も
の
(
診
察
券
等
)
と
印

か
ん
を
持
参

氷
緊
急
の
場
合
、
代
理
人
ま
た

は
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
　

♀
住
)
・
児
童
助
成
係

心
身
障
書
者
福
祉
手
当
・
難
病
患
者
福
祉
手
当

今
月
は
定
例
払
月
で
す

今
月
は
心
身
障
書
者
福
祉
手

当
(
区
制
度
)
、難
病
患
者
福
祉

手
当
の
定
例
払
月
で
す

。2
5日

ご
ろ
届
け
出
の
預
金
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
。

預
金
通
帳
と
印
か
ん
を
持
っ

て
、
金
融
機
関
で
支
払
い
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、今
回
支
給
分
(
8
～

1
1月
分
)
の
う
ち
1
0月
分
か
ら

の
手
当
額
が
表
1
の
と
お
り
増

額
に
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)
　

・
障
害
福
祉
係

表1 福祉手当の手当額改正一覧

仕
事
と
経
営

初
日
の
出
は
ウ
ォ
ー
タ
ー

フ
ロ
ン
ト
の
ワ
ン
ル
ー
ム
か
ら

勤
労
青
少
年
寮
の
入
寮
者
募
集

場
所

区
立
動
労
青
少
年
寮
　

♀
住
桜
木
2
1
1
5
1
1
1
　

圉
対
象

都
内
中
小
企
業
に
動
務

す
る
1
5歳
以
上
、
2
8歳
未
満

の
単
身
男
性
。
平
均
月
収
が

1
5万
円
以
下
の
方

交
通

北
千
住
駅
か
ら
都
営
・

東
武
バ
ス
、
千
住
桜
木
下
車

徒
歩
2
分

施
設
内
容

居

室
(
個
室
H
　

・
7
㎡
)
、集

会
室
、
図
書

館

、談
話
室
、

浴
室

汰
自
炊
は
で
き

ま
せ
ん

。

使
用
料

月
額

5

千
5
0
0
円

(電
気
、
ガ

ス
、
水
道
料

は
別
)

問
合
せ
先

中

央
本
町
庁
舎

・
区
民
生
活

係

昔
8
8
0
5
　
1
7
1

足
立
区
立
勤
労
青
少
年
寮

保
育
園
の
臨
時
職
員
募
集

申
込
資
格
1
8

歳
以
上
、
5
5
歳

ぐ
ら
い
ま
で
の
健
康
な
方

勤
務
場
所

各
区
立
保
育
園

勤
務
時
間

▽
産
休
・
病
欠
代

替
職
員
・・・
午
前
8

時
3
0分
～

午
後
5

時
1
5分
(

土
曜
日
は

午
後
1

時
3
0分
ま
で
)

▽

土
曜
日
保
育
・
土
曜
日
給
食

職
員
・・・
午
前
8
時
3
0分
～
午

後
1
2
時
3
0分

▽
特
例
保
育

職
員
・・・
午
前
7
時
3
0分
～
9
　

時
3
0
分
お
よ
び
午
後
4

時
I
　
6

時
(

ど
ち
ら
か
で
も
可
)

時
給

特
例
保
育
職
員
・・・
繕
円

そ
の
他
の
職
員
・
:
6
5
0
円

柬
住
所
、
氏
名
等
を
登
録
し
欠

員
が
あ
り
し
だ
い
連
絡
し
ま

す
。
登
録
は
い
つ
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
・
保
育
第
一
係

防

災

区
民
消
火
隊
ポ
ン
プ
操
法
大
会
開
く

区
民
消
火
隊
に
よ
る
ポ
ン
プ

操
法
大
会
が
区
内
3
消
防
署
管

内
別
に
開
催
さ
れ
、
同
時
に
平

成
2
年
度
の
優
良
消
火
隊
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
の
成
績

お
よ
び
、
表
彰
さ
れ
た
消
火
陂

は
次
の
と
お
り
で
す
。

亜
西
新
井
消
防
署
管
内
(
1
0月
2
1

日
、
北
足
立
市
場
に
て
)

▽
C
級
ポ
ン
プ
の
部

優
勝

中
曽
根
町
会
消
火
隊

準
優
腆

伊
興
西
町
会
消
火
隊

▽
D
級
ポ
ン
プ
の
都

優
勝

入
谷
町
会
消
火
隊

準
優
勝

興
野
町
会
消
火
隊

▽
褒
賞
隊

古
千
谷
町
会
消
火

隊
、
本
木
西
町
会
消
火
隊
、

本
木
南
町
会
消
火
隊
、
梅
田

稲
荷
町
会
消
火
隊
、
関
原
二

丁
目
町
会
消
火
隊
、
本
木
三

丁
目
北
町
消
火
隊

亜
千
佳
消
防
署
管
内
(
H

月
1
8

日

、荒
川
日
の
出
町
緑
地
に
て
)

▽
C
級
ポ
ン
プ
の
部

褒
賞

千
住
緑
町
町
会
消
火
隊

▽
D

級
ポ
ン
プ
の
郎

優
勝

小
台
町
会
消
火
隊
(
男

子
)

準
優
勝

宮
城
第
三
団
地
自
治

会
消
火
隊

▽
褒
賞
隊

千
住
関
屋
町
町
会

消
火
隊
、
千
住
四
丁
目
町
会

消
火
隊
、
千
住
大
川
町
西
町

会
消
火
隊
、
千
住
大
川
町
東

町
会
消
火
隊

圖
足
立
消
防
署
管
内
(
1
1に月
2
5

日
、足
立
清
掃
工
場
に
て
)

▽
C
級
ポ
ン
プ
の
部

優
勝

足
立
一
丁
目
町
会
消
火

隊
準
優
勝

名
地
町
会
桷
火
隊

▽
D
級
ポ
ン
プ
の
部

優
勝

平
野
竹
親
町
会
消
火
隊

(
B班
)

準
優
勝

大
谷
田
西
部
自
治
会

消
火
隊

▽
褒
賞
隊

名
地
町
会
消
火
隊

足
立
日
吉
町
会
消
火
隊
、
梅

田
神
明
町
自
治
会
消
火
隊
、

大
谷
田
西
部
自
治
会
消
火
隊

A
災
害
対
策
課
V

「自分たちのまちは自分たちで守る」操 法 大会 会 場

国
民
年
金

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
保
険
料

毎
月
納
付
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
月
の
翌
月

の
末
日
が
納
期
限
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
月
は
H
月
分
保
険
料

の
納
付
月
で
す
。

お
近
く
の
銀
行
、
郵
便
局
な

ど
の
金
融
機
関
お
よ
び
区
役

所
、
区
民
事
務
所
の
窓
口
へ
忘

れ
ず
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
口
座
振
替
に
し
ま
す

と
、
納
め
忘
れ
が
な
く
、
忙
し

い
と
き
な
ど
便
利
で
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課

保
険
料
係
　

昔
8
8
0
5
1
6
1

消
費
者
相
談

気
を
つ
け
よ
う
!

展
示
場
で
の
買
い
物

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
き
か
な
い
例
も

「
最
近

、家
の
近
く
に
健
康

機
器
の
展
示
場
が
で
き
ま
し

た
。
近
所
の
人
に
誘
わ
れ
て

そ
こ
に
通
う
よ
う
に
な
り
、

健
康
機
械
を
使
っ
て
い
る
う

ち
に
、
ず
い
ぷ
ん
と
体
調
が

艮
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し

て
き
た
ん
で
す

。
そ
こ
で
つ

い
、
3
0万
円
も
す
る
機
械
を

買
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

。
で

も
、い
ざ
支

払
い
と
な
る

と
高
額
な
の

で
負
担
も
大

き
く
、
家
族

か
ら
も
反
対
さ
れ
ま
し
た
。

困
っ
た
末
に
業
者
に
解
約
し

た
い
と
申
し
出
た
と
こ
ろ
、

ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
の
制
度

は
使
え
な
い
か
ら
解
約
で
き

な
い
、
と
拒
否
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ど
う
し
た
ら
よ

い
で
し
ょ
う
か
」
こ
の
よ
う

な
相
談
が
、
竹
の
塚
に
住
む

お
年
寄
り
か
ら
あ
り
ま
し

た
。健

康
は
お
年
寄
り
に
と
っ

て
は
最
大
の
関
心
事
。健
康

機
器
な
ど
の
展
示
場
は
、
と

き
と
し
て
お
年
寄
り
の
社
交

場
と
な
る
こ
と
も
あ
る
と

か
。会
場
の
楽
し
い
ふ
ん
い

き
に
飲
ま
れ
、
財
布
の
ヒ
モ

も
ゆ
る
み
が

ち
で
す
。
し

か
し
、
ご
注

意
く
だ
さ

い
。
何
力
月

に
も
わ
た
っ
て
常
設
し
て
い

る
展
示
場
で
の
買
い
物
は
、

晋
通
の
お
店
で
商
品
を
購
入

す
る
の
と
同
じ
と
考
え
ら

れ
、
訪
問
販
売
の
場
合
の
よ

う
に
、
簡
単
に
解
約
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る

の
で
す
。

こ
の
お
年
寄
り
の
場
合
も

価
格
の
向
割
も
の
高
額
な
解

約
損
料
を
支
払
い
、
よ
う
や

く
解
約
で
き
ま
し
た
。

優
し
い
言
葉
や
会
場
の
熱

気
に
ま
ど
わ
さ
れ
て
、「
高

い
」
買
い
物
に
な
ら
な
い
よ

う
、気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
消
費
者
セ

ン
タ
ー
へ
(
S
剔
5
3
8
0
)

。

交
通
事
故
に

気
を
つ
け
て

激
増
す
る
区
内
の
交
通
事

故
死
者

1
1二月
2
8
日
、
全
国
の
交
通

事
故
に
よ
る
死
者
が
昨
年
よ

り
2

日
早
く
1
万
人
を
突
破

し
ま
し
た

。
区
内
で
も
、1
1

月
末
日
現
在
、
人
身
事
故
は

2
千
4
2
3件
、
死
者
は
2
8

人
に
の
ぼ
っ
て
い
ま

す
。
死
者
数
は
昨
年
の

同
時
期
に
比
べ
8
人
も

増
加
し
て
い
ま
す
。

年
末
年
始
は
交
通
事
故
が

増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す

。
交
通
ル
ー
ル
や
交
通

マ
ナ
ー
を
正
し
く
守
り
、
交

通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
、

交
通
事
故
を
お
こ
さ
な
い
よ

う
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
二
輪
車
の
交
通
事
故
を
防

ご
う二

輪
車
の
事
故
が
激
増
し

て
い
ま
す
。
二
輪
車
運
転
者

は
次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ

さ
い
。

▽
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
正
し
い
着

用
▽
交
差
点
で
は
、
対
向
の
右

折
車
お
よ
び
併
進
す
る
左

折
車
に
注
意

▽
カ
ー
ブ
の
手
前
で
は
、
必

ず
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す

・
子
供
や
お
と
し
よ
り
を
交

通
事
故
か
ら
守
ろ
う

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
の

が
、
子
供
と
お
と
し
よ
り
の

交
通
事
故
で
す
。
次
の
こ
と

を
守
り
、
交
通
事
故
に
あ
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
横
断
歩
道
を
渡
る

▽
信
号
無
視
や
信
号
の

変
わ
り
目
は
無
理
な

横
断
を
し
な
い

▽
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

守
る

Λ
千
住
・
西
新
井
・
綾
瀬
蕃

察
薯
▽自

転
車
も

止
ま
る
習
慣

見
る
習
慣

交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

交
通
災
害
共
済
は
、2
3区

で
共
同
運
営
す
る
共
済
制
度

で
す
。
こ
の
制
度
は
年
齢
制

限
が
な
く
、
い
つ
で
も
加
入

で
き
ま
す
。

対
象
2
3
区
内
に
住
所
の
あ

る
方
(
外
国
人
も
加
入
で

き
ま
す
)

掛
金
1

年
間
I
口
5
0
0円

(
1
人
2
口
ま
で
加
入
可
)

対

象
と

な
る
事
故

自
動

車
、
自
転
車
、電
車
、
航
空

機
、
船
舶
な
ど
の
交
通
機

関
に
よ
る
人
身
事
故
(
外

国
で
の
事
故
も
含
む
)

見
舞
金

―
囗
あ
た
り
1
万

円
か
ら
1
5
0万
円
(
け
が
の

程
度
に
応
じ
ま
す
)

申
込
先

区
内
の
銀
行
、
信

用
金
庫
、
信
用
組
合
、
本

庁
舎
(
千
住
)
・
特
別
区

交
通
災
害
共
済
担
当
(
郵

便
局
で
は
取
り
扱
つ
て
い

ま
せ
ん
)

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)

・
特
別
区
交
通
災
害
共
済

担
当

◆ 平成3 年| 月1 日か ら区 内 の電 話 局柮 は 、現 在の 番号 の頭 に3 を 付け 加え た4 ヶ 夕に なり ます( すで に4 ケ タ の場 合 はそ の ままで す1
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生
活
環
境

水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

次
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に

お
住
ま
い
の
方
に
は
、3
年
以

内
に
水
洗
化
工
事
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
域
お
よ
び
供
用

開
始
年
月
日

表
2
の
と
お
り

問
合
せ
先

下
水
道
局
小
管
分

室
`
昴
一
8
8
2
2

な
お
、
水
洗
化
工
事
費
の
融

資
あ
っ
せ
ん
制

度
が
あ
り
ま

す

。
工
事
前
に
申
請
し

、
ご
利

用
く
だ
さ
い

。

申
込
・
問
合
せ
先
中
央
本
町
　

庁
舎
・
計
画
調
整
課
助
成
係
　
　
　
　
　
　

登
8
8
0
5
り
2
`
0
8

表2 水 洗化が可 能にな った地域

ペ
ッ
ト
を
飼
う
前
に
(
3
)猫
の
飼
い
方

「
子
猫
が
頻
繁
に
家
の
前
に

捨
て
ら
れ
て
困
っ
て
い
る
」、

「
野
良
犬
が
団
地
内
を
ウ
ロ
ウ

ロ
し
て
あ
ぶ
な
い
」
な
ど
の
苦

情
が
最
近
多
く
区
役
所
に
寄
せ

ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
は

飼
い
主
の
モ
ラ
ル
の
低
さ
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ペ

ッ
ト
を
飼
う
上
で
の
、
必
要
な

知
識
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
も

原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ

で
今
回
は
、
獣
医
の
先
生
に
猫

の
飼
い
方
に
つ
い
て
お
話
し
を

伺
い
ま
し
た
。

※

※

猫
は
放
し
飼
い
に
し
、
自
由

に
家
を
出
入
り
で
き
る
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
思

っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。
猫
が
夜

行
性
動
物
で
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
た
め
に
、こ
の
よ
う

に
考
え
が
ち
で
す
が
、
家
の
中

だ
け
で
も
、
十
分
飼
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
天
気
の
良
い
日
に

首
に
ヒ
モ
を
つ
け
、
散
歩
さ
せ

ら
れ
れ
ば
な
お
結
構
で
す
。

毎
日
の
え
さ
は
、
市
販
の
ペ

ッ
ト
フ
ー
ド
を
与
え
て
い
れ
ば

問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

一
部
の
雄
猫
に
限
り
、
ペ
ッ
ト

フ
ー
ド
だ
け
の
食
事
で
す
と
尿

路
結
石
に
か
か
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
最
近
は
、
子
猫
用
の
ミ
ル

ク
や
離
乳
食
、
年
と
っ
た
猫
専

用
の
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
な
ど
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す

。動
物
訶
院
や
、

ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で

ご
相
談
く

だ
さ
い

。

子
猫
を
も
う
け
た
く
な
い
場

合
は
、避
妊
・
去
勢
手
術
が
必
要

で
す
。手
術
の
時
期
は
猫
に
よ

り
差
が
あ
り
ま
す
が
、生
後
4

8
6
ヵ
月
過
ぎ
が
適
当
と
思
わ

れ
ま
す
。猫
が
一
人
前
に
な
り
、

発
情
す
る
と
行
動
や
鳴
き
声
が

変
化
す
る
の
で
、判
断
で
き
ま

す
。手
術
の
前
に
は
。三
種
混
合

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
必
要
で

す
。生
後
2
～
3
ヵ
月
ご
ろ
に

す
ま
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う

。

A
足
立
区
獣
医
師
会
・
衛
生

部
業
務
課
V

届

出

戸
籍
の
氏
名
は
正
し
い
字
で
来
年
1
月

1
日
か
ら

戸
籍
は
、
日
本
人
に
つ
い
て

の
身
分
関
係
を
登
録
・
公
証
す

る
公
文
書
と
し
て
重
要
な
も
の

で
す
か
ら
、
正
し
い
文
字
で
記

敢
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
平

成
3
年
1
月
1
日
以
降
は
、
従

来
の
戸
籍
に
誤
字
・
俗
字
で
記

載
さ
れ
て
い
る
氏
名
を
新
し
い

戸
籍
に
記
載
す
る
場
合
、
正
し

い
字
を
用
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

▽
婚
姻
、
転
籍
な
ど
に
よ
っ
て

新
し
く
戸
籍
を
作
る
場
合

▽
養
子
縁
組
な
ど
に
よ
っ
て
は

か
の
戸
籍
へ
入
籍
す
る
場
合

な
ど

誤
字
・
俗
字
を
正
し
い
字
で

記
載
す
る
場
合
に
は
、
届
出
の

と
き
あ
る
い
は
戸
籍
に
記
載
し

た
後
に
そ
の
旨
を
お
知
ら
せ
し

ま
す

。ま
た

、俗
字
の
う
ち
「
高
」

「
崎

」
な
ど
一
定
の
範
囲
の
字

に
つ
い
て
は

、
従
来
の
ま
ま
記

載
し
ま
す
。

ま
た

、
申
し
出
に
よ
っ
て
現

在
の
戸
籍
の
誤
字
・
俗
字
を
訂

正
す
る
こ
と
、
難
し
い
字
体
を

や
さ
し
い
字
体
に
直
す
こ
と
も

で
き
ま
す
、

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

戸
籍
課

昔
8
8
0
5
0
5
1

教

育

区
立
中

学
校
の

通
学
区
域
が
変
わ
り
ま
す

区
で
は

、「
東
京
都
足
立
区
立

小
・
中
学
校
適
正
規
模
お
よ
び

適
正
配
置
審
議
会

」
の
提
言
に

基
づ
き

、
通
学
区
域
の
一
部
変

更
に
つ
い
て

検
討
し
て
き
ま
し

た
。
地
域
の
皆
さ
ん
や
学
校
関

係
者
の
方
と
話
し
合
い
を
進
め

た
結
果

、
つ
ぎ
の
と
お
り
通
学

区
域
を
変
更
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た

。

実
施
年
月
日

平
成
3
年
4

月

※
新
1
年
生
か
ら
実
施
し

、
在

学
生
は
そ
の
ま
ま
で
す

。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)
・

学
区
域
調
整
主
査

表3 変更となる 通学区 域・学校

保
養
所
な
ど

伊
豆
高
原
・
湯
河
原
あ
だ
ち
荘

3
月
分
の
利
用
案
内

3
月
分
の
利
用
申
し
込
み
は

次
の
と
お
り
で
す
。(
ガ
キ
は

そ
れ
ぞ
れ
の
保
養
所
に
つ
き
、I

グ
ル
ー
プ
(
区
内
在
住
・
在

動
者
の
み
)
、1
枚
に
限
り
ま

す
。
重
複
申
し
込
み
や
、
期
限

を
過
ぎ
た
申
し
込
み
は
無
効
に

な
り
ま
す
。
な
お
、
一
人
で
の

宿
泊
は
で
き
ま
せ
ん
。

始
め
ま
し
た

「
障
害
児
歯
科
診
療
」

心
身
に
軽
・
中
度
の
障
害

が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
一
般
の

歯
科
診
療
所
で
治
療
が
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
障
害
児
の
方

に
、歯
科
診
療
を
行
い
ま
す
。

対
象

区
内
在
住
の
1
8歳
未

満
の
軽
・
中
度
の
障
害
が

あ
る
方
で
、
診
療
場
所
へ

通
院
可
能
な
方
(
ご
家
族

の
同
伴
が
必
要
で
す
)

診
療
日
時

毎
週
木
・
土
曜

日
、午
前
9
時
～
正
午
(
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
)

診
療
場
所

足
立
区
歯
科
医

師
会
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

(
足
立
区
千
住
1
1
5
1
　
5
)

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
日
時
毎
週
火
曜
日
か
　

ら
土
曜
日
(
祝
日
、年
末
　

年
始
を
除
く
)
、午
前
9
時
　

3
0
分
～
午
後
3
時
3
0
分
　
　

(
た
だ
し

、
正
午
～
午
後

1
時
を
除
く
)

費
用

保
険
診
療

問
合
せ
先

足
立
区
歯
科
医

師
会
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

(
足
立
区
歯
科
医
師
会
館
2

階
)

昔
8
8
2
3
8
8
2
F
A
X
8
8
2
6
2
0
3

ひ

ろ
ば

※
先
一

順
で
、1
団

体
1
事
業
、3

ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
・・・
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
よ
い
映
画
を
見
る
会

平

成
3

年
1
月
5

・
6
日
(

文

化
会
館

、
産
業
振
興
館
)
、7

日
(
東
部
区
民
ホ
ー
ル

、西
部

区
民
ホ
ー
ル
)
/

午
前
1
0
時
、

午
後
1
2
時
1
0分

、
午
後
2
時
2
0

分
の
3

回
/

「
走
れ
/

白

い
オ
オ
カ
ミ
」
ほ
か
/
8
0
0円
/

荒
井

昔
8
5
8
3
0
4
8

=
募

集
=

☆
龍
神
太
鼓
保
存
会
小
・

中
・
高
校
生
会
員
募
集
毎

週
日
曜
日
、午
前
1
0
時
～
午

後
1
時
/
花
保
小
学
校
/
入

会
金
2
千
円
、月
額
5
0
0
円
/

新
垣

さ
8
8
5
4
3
2
4

☆
ジ
ャ
ズ
ーリ
ズ
ム
ダ
ン
ス

毎
週
月
・
木
曜
日
、
午
前

1
0
時
～
1
1
時
3
0
分
(
月
)
、午

後
7
時
～
8
時
3
0
分
(
木
)
/

太
陽
信
用
金
宦
千
住
支
店
/

入
会
金
2
千
円
、I
回
弧
円

/
籾
丼
昔
Ⅲ
0
2
8
5

☆
手
あ
み
の
会
(
ビ
ギ
ン
ー

ザ
ー
ニ
ッ
ト
)
第
1
・
3

月
曜
日
、午
後
1
時
～
3
時

3
0
分
/
中
央
本
町
セ
ン
タ
ー

/
月
額
千
5
0
0
円
/
基
礎
か
ら

指
導
/
坂
本
さ
8
8
6
8
8
4

☆
俳
句
初
歩
の
会
第
3
ま

た
は
第
4
日
曜
日
、午
後
1

時
～
4
時
/
産
業
振
興
館
/

月
額
7
0
0円/

小
林

昔
7
6
4
8
7
5
8
(

動
務
先
)

☆
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会

毎
週
木
・
日
曜
日
、午
後
1

時
3
0分
I
3

時
/

荒
川
日
ノ

出
町
緑
地
/

ル
ー
ル
指
導

、

練
習
用
貝
貸
出
無
料
/

伊
藤

酋
捌
2
0
6
2

☆
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
　

(
ふ
れ
ん
ど
)
毎
週
金
曜

日
、午
後
7
時
4
5
分
～
9
時

3
0
分
/
青
年
セ
ン
タ
ー
/
入

会
金
2
千
円
、
月
額
3
千
円

/
兼
子
s
8
8
4
3
9
2
9

☆
留
袖
・
喪
服
短
期
着
付
教

室
毎
週
火
・
木
曜
日
、
時

間
は
相
談
/
2
ヵ
月
間
修
得

コ
ー
ス
/
入
会
金
2
千
円
、

月
額
3
千
円
(
道
具
は
無
料

貸
出
)
/
杉
本
昔
讎
6
5

☆
ヨ
ー
ガ
サ
ー
ク
ル
毎
週

水
曜
日
、
午
前
1
0
時
～
1
1
時

3
0分
/

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
/
入
会
金
千
円

、
月
額

千
迦
円
/

成
沢

さ
巍
6
9
4
5
(

夜
間
)

掲示
板

・
放
送
大
学
「
平
成
3
年
度

第
1
学
期
生
」
募
集

募
集
人
員

▽
全
科
履
修
生

・・・
7
千
人

▽
選
科
履
修

生
・
科
目
履
修
生
・
特
修

生
・・・あ
わ
せ
て
1
万
人

出
願
受
付
締
切

平
成
3
年

2
月
1
5日

※
募
集
要
項
は
放
送
大
学
本

部
ま
た
は
学
習
セ
ン
タ
ー
で

配
付
す
る
ほ
か
郵
便
(
ガ
キ

で
も
請
求
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

放
送
大
学
本
部

(〒
2
6
0
千
葉
市
若
葉
2
1
　
1
1

昔
0
4
7
2
7
6
5
1
　
1
1
)

・
会
社
や
個
人
事
業
者
の
力

へ
「
源
泉
所
得
税
の
納
付
期

限
は
1
月
1
0日
で
す
」

納
付
す
る
税
額
が
な
い
場

合
で
も
、
金
額
を
ゼ
ロ
と
記

入
し
た
納
付
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
(
郵
送
可
)
。

提
出
し
ま
せ
ん
と
未
納
と

し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

提
出
・
問
合
せ
先

足
立
税

務
署
(
昔
8
8
8
6
2
4
1
)、

西
新
井
税
務
署
(
豐
圃
I
　
1
1
1
)

・
平
成
3
年
度
職
業
技
術
専

門
校
生
徒
募
集

募
集
期
間
3

年
1
月
7
日

～
3
1日

入
校
選
考
3

年
2
月
1
3日

蔔ぐ
合
格
発
表
3

年
2
月
1
8日

励ぐ
入
校
日
3
年
4
月
5
日
t

募
集
す
る
専
門
校
・
科
目
　

▽
板
橋
校
…
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
制
御
シ
ス
テ
ム
等
(
B

鰯
4
1
3
1
)

▽
赤
羽

校
・・・
冷
凍
空
調
・
測
量
設

計
等
(
f
1
1
0
9
8
3
3
3
)
　
　

▽
王
子
校
・・・
テ
ク
ニ
カ

ル
イ
ラ
ス
ト
等
(

昔
9
1
2
3
　
5
7
1
)

く
わ
し
く
は

直
接
各
校
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

・

技
能
向
上
訓
練
課
程

▽
所
得
税
の
実
務

日
時
平
成
3
年
1
月
2
1
～
　

3
0
日
(
延
べ
5
日
間
)
、午
　

後
6
時
～
9
時
1
0
分

対
象

企
業
に
お
い
て
所
得

税
の
実
務
処
理
を
担
当
す

る
方

定
員
3
0

人

受
付
期
間

平
成
3

年
1
月

7
日
1
1
1
日

、
午
前
8
時

3
0分
～
午
後
7
時
(

先
着

順
)

▽
工
事
担
任
者
(
ア
ナ
ロ
グ

第
三
種
)

日
時
平
成
3
年
2
月
4
日
　
～

2
1日
、
午
後
6
時
～
9
　

時
1
0分

対
象

原
則
と
し
て
在
職
者

で
、
当
科
目
の
受
験
を
目

さ
し
て
い
る
方

定
員
4
0
人

受
付
期
間

平
成
3
年
1
月

1
4日
～
2
5日
、
午
前
8
時

3
0分
～
午
後
7
時
(
先
着

順
)

1

い
ず
れ
も
I

受
講
料

千
円
(
納
入
さ
れ

た
受
講
料
は
お
返
し
で
き

ま
せ
ん
)

申
込
・
問
合
せ
先

都
立
足

立
高
等
職
業
技
術
専
門
校

昔
6
0
5
6
1
4
9



1990 年( 平成2年) 12 月25 日あ だ ち 広 報第890 号 ( 8)

ビデ オ広報

ル
ッ
ク
in
あ
だ
ち

第43

号
が完
成!

ま
ち
の
様
子
や
話
題
、
区
の

出
来
事
な
ど
を
楽
し
く
紹
介
す

る
ビ
デ
オ
広
報
「
ル
ッ
ク
・
m
あ

だ
ち
」
第
4
3号
が
完
虞
。
内
容

は
、
▽
動
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
「
ゆ
う
」

▽
オ
リ
ー

ブ
の
会
を
訪
ね
て

▽
区
内
の

物
流
ル
ー
ト
な
ど
。
区
内
各
施

設
、
郵
便
局
、
金
融
機
関
な
ど

圀
力
所
で
放
映
中
で
す
。

ま
た
、
最
新
号
を
含
め
ビ
デ

オ
広
報
の
貸
し
出
し
を
し
て
い

ま
す

。
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

貸
出
窓
口

情
報
公
開
課
(

本

庁
舎
・
中
央
本
町
庁
舎
)

※
ま
た
、
こ
の
番
組
に
出
演
し

て
い
た
だ
く
区
民
レ
ポ
ー
タ
ー

も
登
録
受
付
中
で
す

。
ぜ
ひ
、

ご
5

募
く
だ
さ
い

。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁

舎

(千
住
)

・
広
報
課
ビ
デ
オ

担
当
(
3
8
8
2
1
1
1
1

㈹

貸し出し用「ルックi n あだち」の主な内容

第43回 区民体育大会
参加者募集

ウインタースポーツにチャレンジ

ス
ケ
ー
ト
大
会

日
時
1
月
2
8
日
(
月
)
、午
後
　

6
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分

場
所

サ
ン
ス
ク
エ
ア
ーア
イ

ス
ス
ケ
ー
ト
場
(
北
区
王
子

1
1
4
1
1
)

対
象

区
内
在
住
・
在
動
・
在

学
の
方

定
員
2
0
0人
(
先
着
順
)

種
目

ス
プ
ー
ン
レ
ー
ス
な

ど
、
初
心
者
で
も
参
加
で
き

る
競
技

参
加
費
4
0
0円

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
期
限
1

月
2
0日

申
込
・
問
合
せ
先

区
ス
ケ
ー

ト
連
盟
・
長
谷
部

`
‘
8
8
1
9
0
6
5

ス
キ
ー
競
技
大
会

日
時
2

月
3
日
(
日
)
、午
前

9
時
か
ら
(
現
地
集
合
)

場
所

新
潟
県
浅
貝
ス
キ
ー
場

種
目

回
転
競
技
(
2
本
合
計

タ
イ
ム
)

参
加
資
格

区
内
在
住
・
在
動
・

在
学
の
方
、
お
よ
び
区
内
ス

キ
ー
団
体
に
所
属
す
る
方

参
加
費
2

千
円
(
た
だ
し
、

交
通
費
、
宿
泊
費
に
つ
い
て

は
自
己
負
担
)

申
込
方
法

参
加
費
を
添
え
て

区
ス
キ
1
協
会
事
務
局

♀

住
宮
元
町
1
5
1
9
)ま
で
直

接
申
込
期
限
1

月
2
0日

問
合
せ
先

区
ス
キ
ー
協
会
・

堀
内

登
8
8
2
7
7
8
9

情

報 コ ー ナ ー
東京 の市 内 局 番 が4 ケ 夕 に な り ま す

平 成3 年1 月1 日 か ら 、 市 内 局 番 の 頭 に3 が つ い て す べ て4 ケ タ に な り ま す
。

す で に4 ヶ 夕 の 場 合 は そ の ま ま で す 。

03- 3 △ △ △ - ロロ 囗口03- 3882- 1111　(
斬電話 番号表 示 例) ( 本庁舎 ・千 住の場 合) 　
周合せ 先NTT 足立 支店 魯116

新しいポスターが
できました

―恋する感性―
足立区のイメージアップ と特別

区制度改革推進を目的としたポス

ターの第4 弾が完成。12月中旬か
ら区の施設や街かどにお目見えし
ます。 《 広報課》

工業用 ミシン

縫製技能講習会
日時1月16日～2月5日( 土・　
日曜日を除く15日間) 、午前10時　～
午後3 時

対象 区内在住の初心者
内容 基礎縫いからブラウス、ス
カードなどの製作
定員16 人( 先着順)
費用 無料( 教材費実費負担、2千
円程度)
申込方法 住所を確認できるもの
(健康保険証等)を持参して直接
窓口へ
受付開始1 月9 日(水) 、午前9　
時
場所・申込・問合せ先 動労福祉
サービスセンタ ー 綾瀬1- 34　- 7

―102 綾瀬プルミエ内

0838 ―3584

参 加 者 募 集
東部障害福祉総合センター

陶芸クラブ
東部障害福祉総合センターに通

っている重度心身障害者と一緒
に、陶芸を楽しんでみませんか。
日時1月17日～3月14日( 毎週　
木曜日) 、午前10時～正午( 全8　
回)

対象 陶芸の初心者で、障害をも
つ人とともに陶芸活動を行うこ
とに関心のある方
定員6 人( 抽選)
費用 無料
申込方法 往復ハガキに住所、氏
名、年齢。電話番号を明記

申込期限1 月7 日消印有効
場所・申込・問合せ先 東部障害
福祉総合センタ ー・生活実習係
〒121神明南2 ―6 ―8

05682 ―5370

男と 女の料理教室

男性も厨(ち ゅう) 房に入る時代
です。生活的に自立した男性を目
指し、料理づくりにチ ャレンジし
てみませんか。もちろん女性も大
歓迎です。料理の基礎を学び、料
理づくりの楽しさをいっしょに味
わいましょう。
日時1月16日～2月13日( 痂晟　
水曜日) 、午後6時30分～8時30　
分( 全5 回)
対象 区内在住・在動・在学の方
定員40 人( 抽選)
費用 無料( ただし材料費実費負
担、4 千円程度)

申込方法 往復ハガキに住所、氏
名、年齢、職業、電話番号、希
望理由、「男と女の料理教室」と
明記

申込期限1 月7 日必者
場所・申込・問合せ先 女性総合
センタ ー 〒123梅田7 ―33―
1 エル・ソフィア内

I J 880 ―5222

平成2 年度
「緑 の 写 真 コ ン ク ー ル

」

入賞作品展示
今年度の「緑の写真コンクール」

で入賞された皆さんの作品を、次
のとおり展示します。皆さんのご
来場をお待ちしています。なお、
都合により会場等を変更する場合
は、ご了承ください。
日程・場所?1月16日～29日、
日比谷グリーンサロン・緑のギ　
ャラリー( 日比谷公園緑の相談　
ア沂) ?2月19日～25日、エフレ　
・ソフィア3階・梅田回廊?　
4月16日～28日、京成上野ステ　
ーションギ ャラリー( 京成上野
駅アメ横連絡通路)

問合せ先 本庁舎( 千住) ・緑化係
0882 ―1111㈹

シ ネサ ロ ン

「いまを生きる」
厳格な名門校に自由の風を吹き
込んだ一人の教師と、7 人の生徒
との心温まる交流を描く感動の話
題作。新し い年の始まりにふさわ
しい名作をお届けします。
日時1 月9 日( 水) 、午後7 時か
ら

定員100 人
費用 無料
※ 整理券は、12月19日から窓口で
配布中です。
場所・申込・問合せ先 青年セン
ター0890 ―0061

参加しませんか

( 財) 足立区体育協会の催し

区民スキースクール

日程2 月8 日( 金)、午後11時本庁
舎( 千住) 前出発、n 日夜帰京予
定〔3 泊4 日、車中1 泊、5 食付〕

場所 長野県菅平高原
定員40 人 く先着順)
費用 し>大人… 4 万3 千円[ > 小学
生以下・・・3万5 千円( 保護者同伴)

申込方法 電話予約
申 込・問合せ先 区スキー協会・堀
内C882 ―7789

第32回新年ラジオ体操大会

新しい年を迎え、清新な気持ちで
体操してみまし ょう。
日時1 月2 日( 水) 、午前8 時から
会場 千住本氷川神社境内( 千庄3　
―22)

※ 雨天の場合は、千寿第一小学校体
育館で行います。
問合せ先区ラジオ体操会連閤・大　
1瞑f 1887～0329

あなたの相談室 問合せ 先 足立区役所本庁舎( 干住) 1 階区民相談室
住 所 干t t 1- 4- 18*1882- 1111 ㈹

困ったことや心配なことがありましたら、お気軽にご相談ください( 無料・穗密轍守)

RECYCLEPAPER
―森林資源を大切に―

Se. Y. S. Ta. 240, 000


